煙草の 好きな 某 大学教授が、 軽い 肺尖 カタルに か 

かった。 煙草 は 何よりも 病気に さわる というので、 医 

者 は 禁煙 か 然らずんば 節煙 を 命じ、 家人た ち も それ を 

懇望し、 本人 も その 決心 をした。 ところが 彼 は、 多年 

の 習慣で、 煙草の 煙が 濛々 と立罩 めた 中で なければ 勉 

強が 出来ない。 節煙の 決心で 書斎に 坐って いると、 う 

まいまず いの 問題で はなく、 殆ど 無意識的に、 いっし 

かやたら に 煙草 を ふかして は、 苦しい 咳 をして いる。 

I 然るに 彼 は、 学校で、 二 時間の 講義の 間、 煙草 を 



吸いたい などと い う 気 は 毫も 起 つたこと がない。 教室 

では 全然 煙草 を 忘れて しまう ので ある。 

彼 は 嘆 じて 云う。 「煙草 を 節する に は、 朝から 晚ま 

で 立 続けに 講義 をす るか、 或は 書斎 を 教室に 改造す る 

かより、 他に 方法 はない ご 

彼に とって は、 教室で 煙草 を 吸わない ことと、 書斎 

で 煙草 を 吸う ことと は、 全く 同一 の 条件ら しい。 

接客 

父祖 数 代 江戸 生れで、 本当の 江戸 児 II 東京 児 —— 



だとい うこと を 誇りに してる、 老婦 人が ある。 意地つ 

ばりで 気 はしつ かりして いるが、 数年 来 病弱で、 始終 

医薬に 親しみ、 家の 中で ぶらぶら 暮 している。 そして 

一 度 来客に 接する と、 態度から 表情から 言葉 付まで、 

全く 健康者と 変り がな く、 数 時間の 応対に も 疲労の 色 

さえ 見せない。 然し 客が 帰る や 否や、 気の 張りが 一時 

に 弛んで、 ぐったりと 半病人の 状態に なって しまう。 

如何なる 時 如何なる 来客に 対しても、 そうな ので ある _ 

それが 彼女の 心身に どんな 無理 を 来して るか、 彼女 自 

身で もよ く 分って いながら、 どうに もなら ない ので あ 

る。 まして、 家人の 忠告な ど 何の 役に も 立たない。 
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